
“成績評価”ソフトの基本操作の流れ 

1. ＣＳＶファイルの準備 

あらかじめ校務支援システムからエクスポートした CSV ファイルを任意のフォルダの中に

入れます。 

この例では、 

C:¥成績評価データ¥数学¥ 

のフォルダの中に連結して成績評価を行いたい講座ファイル(1 組～3 組)を入れます。 

 
 

 

2. 成績集計ソフトの起動 

成績評価ソフトを起動すると、このような画面が出ます。 

成績評価のボタンを押します。 

 
 

  



3. “校務支援”からエクスポートしたＣＳＶファイルの読込先の選択 

フォルダの選択ボタンを押して、 

C:¥成績評価データ¥数学¥ 

CSV ファイルがあるフォルダを選択すると、このような画面になります。 

この例では、数学Ⅱの 1 組～3 組が対象ファイルになります。 

 

 

4. ＣＳＶファイルの読込 

連結講座コード(教科・科目を識別する番号)を指定して、 

任意のパスワードを入れてください。 

次回以降は、最後に設定した条件を記憶しますので、処理対象が同一の場合は、実行ボタ

ンのみを押してください。 

 
 

  

確認 



5. 操作画面の表示 

校務支援システムでエクスポートしたデータに基づいて、“成績評価”のデータテーブル

が作成され、次のような操作画面が出ます。 

この例では、数学Ⅱの 1 組～3 組のデータが、成績評価ソフトに読み込まれました。 

ここに、中間考査、期末考査あるいは任意に試験成績を入れると、学期末や学年末での成

績評価や成績評定が出来ます。 

 

成績素点を入れて、計算ボタンを押すと、このようになります。 

中間考査の場合は評価作業は一般には不要ですので、出力ボタンを押してください。 

 
  



6. “校務支援システム”へインポートする成績データの出力 

成績評価作業については、別途説明を見てください。 

ここでは、このソフトで処理した成績データの出力について説明します。 

 

(出力例１) 

“出力”ボタンを押すと、このような画面になります。 

この例では、校務支援システムの素点にデータを入力したいので、 

素点を選択して、次に中間試験をダブルクリックしてください。 

 
 

実行ボタンを押すと、 

校務支援システムにインポートするファイルは下図の場所に作成されます。 

既に出力先にファイルがある場合は、講座単位にファイルを出力しますので、何度か上書

き確認の表示が出ます。 

あらかじめ“校務支援読込箱”のフォルダ名を変更するか、削除しておくと上書き確認の

表示は出なくなります。 

 

 
 

 

 

  



出力例２） 

学期末において、期末考査の素点と学期末の評価を同時に“校務支援システム”に取り込

みたい場合は、次のように指定してください。 

 
 

7. 出ｙ六下ファイルの確認 

“校務支援読込箱”のフォルダを開くと、次のようなファイルが出来ていることが確認で

きます。 

CSV ファイルですので、エクセルで開いてデータを確認することも出来ます。 

 
この CSV ファイルを開くと、校務システムにインポートするデータが作成されていること

が確認できます。 

 

成績評価ソフトでは、CSV 取込 ⇒ 成績評価 ⇒ CSV データ出力 を行います。 
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